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国
民
文
化
祭
い
ば
ら
き

　
　
　
　
　

２
０
０
８
記
念 

「
戦
国
〜
安
土
桃
山
時
代　

　
　
　
　
　
　
　

の
芸
能
と
文
化
」

　

11
月
に
桜
川
市
で
開
催
さ
れ
る
国

民
文
化
祭
を
記
念
し
て
、
歴
史
文
化

講
座
を
２
つ
の
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
お
よ
び
会
場
（
両
会
場
と
も

同
じ
内
容
で
す
。
お
近
く
の
会
場
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

・
10
月
５
日
（
日
）
／
岩
瀬
中
央
公

民
館

・
10
月
26
日
（
日
）
／
真
壁
中
央
公

民
館

■
時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

■
講
師
／
文
化
生
涯
学
習
課
職
員

■
参
加
費
／
無
料

■
定
員
／
両
会
場
と
も
50
人

■
申
込
先
／
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で                      

●
講
座
内
容

・
第
一
部
「
中
世
の
宴

う
た
げ

と
茶
室
と
能

舞
台
」（
13
時
30
分
〜
）

　

真
壁
城
跡
の
庭
園
や
能
舞
台
、

中
世
の
饗

き
ょ
う

宴え
ん

文
化
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

・
第
二
部
「
肥
前
名
護
屋
城
の
芸
能

と
文
化
」（
14
時
20
分
〜
15
時
）

　

豊
臣
秀
吉
と
常
陸
武
士
の
芸

能
・
文
化
の
交
流
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

真
壁
地
区
・
北
椎
尾
天
神
塚
古
墳

の
三

さ
ん
か
く
い
た
か
わ
と
じ
し
ょ
う
が
く
つ
き
か
ぶ
と

角
板
革
綴
衝
角
付
冑（
５
世
紀
）

　

関
東
で
４
つ
し
か
な
い
冑

か
ぶ
と

の
一
つ
。

国
家
統
一
と
建
設
に
挑
む
「
国
家
の

時
代
」の
熱
意
が
伝
わ
り
ま
す
。（
初

公
開
）

岩
瀬
地
区
山
ノ
入
古
墳
群
の
銀
装

飾
の
刀
の
鍔つ

ば

と
柄

つ
か

頭
が
し
ら（

６
〜
７
世
紀
）

　

市
の
出
土
遺
物
保
存
処
理
事
業
で

初
め
て
わ
か
っ
た
銀
の
模
様
。
国
が

整
い
地
方
が
発
展
し
た
「
地
方
の
時

代
」の
豊
か
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。（
初

公
開
）

真
壁
城
跡
中
城
庭
園
か
ら
出
土
し

た
中
国
・
龍
泉
窯
産　
青
磁
稜
花
盤

　

県
内
出
土
た
だ
１
点
の
貴
重
品
。

他
に
、
戦
国
の
真
壁
城
と
城
下
町
の

合
成
写
真
、
真
壁
城
の
模
型
を
使
っ

た
城
攻
め
体
験
も
楽
し
め
ま
す
。

年
中
行
事
帳
（
江
戸
時
代
・
月
替
り
）

　

幕
末
の
商
家
が
時
節
ご
と
の
祭
事

や
食
事
の
献
立
な
ど
を
記
し
た
も

の
。
平
和
で
豊
か
な
時
代
の
「
ひ
と

づ
く
り
」
が
生
き
生
き
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

●
日
曜
日
は
資
料
館
体
験
日
！

　

企
画
展
中
の
日
曜
日
は
「
資
料
館

の
体
験
日
」
で
す
。

　

古
墳
出
土
の
青
い
ガ
ラ
ス
玉
、
戦

国
時
代
の
鉄
砲
玉
、
古
文
書
な
ど
、

普
段
は
触
れ
な
い
も
の
に
、
学
芸
員

の
説
明
付
で
触
れ
ま
す
。
歴
史
の
重

み
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
歴
史
民
俗
資
料

館
ま
で
。

　

本
展
で
は
、
関
東
地
方
や
県
内
で
も
貴
重
な
初
公
開
資
料
を
含
め
、
約

１
５
０
点
の
考
古
遺
物
、
古
文
書
、
写
真
、
解
説
パ
ネ
ル
を
展
示
中
で
す
。

　

展
示
は
「
国
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
」
と
い
う
現
代
に

通
じ
る
テ
ー
マ
。
現
代
の
私
た
ち
の
生
き
方
と
、
遠
い
む
か
し
の
人
々
の

熱
い
思
い
を
重
ね
、
新
し
い
歴
史
の
魅
力
を
発
見
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
本

物
の
考
古
資
料
や
民
具
に
触
れ
る
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

必
見
の
展
示
品
は
次
の
通
り
で
す
。

桜
川
市
の
歴
史
発
見・
体
験
展

会
期
／
９
月
21
日（
日
）ま
で
（
※
月
曜
日
休
館
日
）

●
次
回
企
画
展
示
の
お
知
ら
せ
●

　

10
月
４
日
（
土
）
か
ら
「
桜
川
流
域

に
花
開
く
、
戦
国
か
ら
江
戸
の
芸
能
と

文
化
展
」
を
開
催
。 

　

茨
城
県
内
唯
一
、
世ぜ

阿あ

弥み

の
能
の
舞

台
と
な
っ
て
い
る
磯
部
の
名
勝
・
桜
川
、

真
壁
城
跡
の
庭
園
と
能
舞
台
跡
、
白
井

の
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
華
や
か
な
芸
能
と

文
化
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

歴
史
文
化
講
座

〜 

国
づ
く
り
、地
域
づ
く
り
、ひ
と
づ
く
り 

〜

 

り
ゅ
う
せ
ん
よ
う
さ
ん   

 

せ
い  

じ 

り
ょ
う 

か 

ば
ん 

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴
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